
2 5

　 -

ゲートキーパー養成講座受講者数

8,501　人にかかるコスト（人件費など）

普及啓発活動に併せて事業の周知を行うことにより、効率的な事業運営に努めている。

事
務
事
業
の
実
績

316

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

3

1

60 31人

1

100

自殺予防啓発講演会開催回数

123

種　別 指標の名称

人

　決算額　　(単位：千円) 438

225

784

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

27

100

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 8,529

今後の方向性

10,154

10,562

526

8,940

0

8,196

自殺予防啓発講演会聴講者数

150

82

159

0

753

408

9,809

608

目的達成度

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

自殺は、その多くが追い込まれた末の死であり、その多くが未然に防ぐことができる社会的な
問題である。本区における自殺率は２３区でも高い傾向にあったが、２８年度は前年度比で減
少してきている。引き続き社会の状況を分析し、効果的な自殺予防対策を行うことで「誰も自殺
に追い込まれることのない社会」の実現に向けて取り組んでいく必要がある。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

「誰も自殺に追い込まれることのない社会」を実現するために、行政が主体となって地域の状況を分析し、有
効な施策を行っていく必要がある。

維持

評
価
結
果

民生委員や健康推進委員を対象としたゲートキーパー養成講座を実施し、一定の方に参加していただくこと
ができた。

3 「暮らしとこころの総合相談会」について、相談事業を行っている所管課や関係機関等とより連携することに
よって、効率的な運営を図っていく。

4

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

ゲートキーパー養成講座の受講者数が前年度比で大きく増加した。

0

8,804

411

事業区分

情報発信・収集、イベント

平成２９年度　事務事業評価シート

（１）区民の主体的な健康づくりの支援

自殺対策基本法根拠法令等

事業対象

事務事業名 自殺予防対策

　

保健予防課

行政計画 事業NO. 149 計画事業名
事業の開始・終了年度

自殺予防対策

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

④こころの健康づくりの推進

法令（義務）

なし

①普及啓発活動：自殺予防週間・月間に合わせて広報たいとう等への啓発記事の掲載、パネル展示、啓発講演会を実施
②人材育成：区内の中小企業経営者及び区職員等を対象にゲートキーパー養成講座を実施
③相談支援：「暮らしとこころの総合相談会」の実施
④自殺未遂者支援事業：自殺未遂者支援部会の実施
⑤ネットワーク強化：自殺予防対策連絡協議会の実施

補助金の有無

8,020

回 1 1

長期総合
計画体系

 [基本目標]

一般区民

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅲ-１．健康づくりと、自立生活を支える基盤づくり

 [施　　策]

２７年度 ２８年度(単位)
（３０年度）

２６年度

成果指標

4

効率性

所
管

健康部

年度

委託内容
都

回ゲートキーパー養成講座開催回数 3

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
3

自殺は、個人的な問題ではなく、その背景に様々な社会的な要因が関係していることから、「誰も自殺に追い込まれることの
ない社会」の実現を目指し、様々な観点からの自殺予防対策を推進する。

227

559

3


